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堆肥とは、家畜ふん等の有機物を微生物によって分解 

させて作物生産に最も適した状態に変化させたものです。 

ですから、いかに微生物の働きを活発にさせるかが重要です。 

微生物の活性化に必要な要素は、大きく分けると、「炭素源」「窒素源」「ミネラル」と言われています。 

なかでも必要なミネラルは、リン(P),イオウ(S),カリウム(K),カルシウム(Ca),マグネシウム(Mg),鉄(Fe),ナトリ

ウム(Na)が主要とされ、さらに必要なミネラルとしてコバルト(Co),銅(Cu),亜鉛(Zn),ニッケル(Ni)等が 

あります。 

「ウルカル」を給与された家畜ふんには、これらの必要ミネラルはもちろん、あわせて７０種以上の天然 

ミネラルが含まれています。また、堆肥として畑に撒く時に「どなん肥料」を一緒に使うと、微量要素の充足

や化石サンゴの多孔質構造が微生物のすみかとなり、保肥力アップ等も期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 析 項 目 乾物中 管内平均 

ＴＤＮ（可消化養分総量） 64.5％ 59.4％ 

ＣＰ （蛋白質） 16.1％ 12.0％ 

ＡＤＦ（胃液で消化される繊維） 34.8％ 41.7％ 

ＮＤＦ（飼料中の総繊維） 59.2％ 68.3％ 

ＮＦＣ（非繊維性炭水化物） 17.7％ 11.8％ 

※ＡＤＦは３８％以下、ＮＤＦは６０％以下にすることが目安と言われています。 

２０２０年Ｖｏｌ.１掲載「循環農法」のココの部分！ 
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下は、ウルカルを給与した乳牛の堆肥と「どなん肥料」を散布した牧草の分析表です。 

栄養価の高い牧草が生産されている事が分かります。（チモシー／北海道・十勝 清水町）    

【化石サンゴ飼料ウルカルの使用方法】 

乳牛の場合、育成牛に５０ｇ、成牛は１００ｇ、出産前後には２００ｇが一日の摂取量の目安です。普段

の飼料に混ぜて与えて下さい。なお、濃厚飼料に対しては２％、配合飼料に対しては１％が目安です。 

和牛には、育成牛に１０～３０ｇ、成牛は５０～１００ｇが一日の給与目安です。また分娩・繁殖予定の

２～３ヶ月前から分娩後１ヶ月間、５０～１００ｇを目安に給与するのもオススメです。 

 

から化石サンゴの魅力に迫る！ 



 

ウルカルユーザー様のご紹介  

北海道日高管内の沿岸部中部に位置する、新ひだ
か町の泊さんご家族です。親牛メインにウルカルを
使用し、繁殖成績の向上が見られています。採卵牛
にウルカルを使ってから、最高４７個の正常受精卵
が取れました。  
※写真・一部のデータ等は、グー・エンブリオ・テクノロジー(株)様の 

ＨＰより引用させていただきました。 

 

 カビ毒は、カビが産出する毒で水溶性です。左写

真から分かるように、雨などの水分によってサイレ

ージ中のカビ毒が流れると、カビが見られた上部側

ではなく、下部側のカビ毒濃度が高くなる傾向があ

ります。ですから、カビから遠い部分が安全だと考

えて与えるのは危険です。しかも、カビ毒は無臭で

見た目に分かるものではありません。 

最近は多雨で湿度が高くなり、カビの発生率が高

くなっています。さらに、天候不順で作物の生育が

悪くなると、品質の低下に伴いカビ毒の心配がより

増す可能性があります。 

 

ウルカルの原料は「与那国島原産・化石サンゴ」

１００％で、鉱物化が進んでいないゆえの吸収率の

良い豊富なミネラルと多孔質による吸着効果を持っ

ています。 

左下グラフから分かる通り、ウルカルと他社の化

石サンゴ製品と言われている資材と比較すると、他

社製品は純度が低く、劣化（鉱物化）が進んでいる

ため、ウルカルよりも吸着性能がかなり低くなって

います。 
（※他社のサンゴ製品では化石サンゴ成分が１４％程度かそれ以下
しか含まれていない事が報告されています） 

 

 ウルカルは、DON(デオキシニバレノール)で約６

割、AFB1(アフラトキシン)では７割以上と高い吸

着結果が出ています。これ以上の市販品もあります

が、一般には人工的なものに限られ輸入物です。 

これからの人と食品の「安心・安全」を考えると、

天然・純国産であるウルカルはオススメです。 
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ウルカルと対照化石サンゴ製品の吸着率比較

ＤＯＮ AFB1 ZEN

■ＤＯＮ  ： 腸炎や下痢を引き起こす 

■ＡＦＢ１ ： 免疫低下・発がん性物質 

■ＺＥＮ  ： 流産・繁殖障害 

北海道日高管内平取町の船越さん (写真左 )は、

思うように採卵できなかった「安福久」の母体 (Ｂ

ＭＳ全道高育種価牛 )にウルカルを給与して、２０

１８年４月の採卵で正常卵６０個という驚きの採

卵をしました。同年６月にも連続採卵で１７個と

好成績でした。  

池本さん (写真右 )は、優良血統和牛を全国各地

からの導入を進めていて、受精卵生産の向上にウ

ルカルを使用しています。２０１９年には、平均

で１５個以上の採卵成績を上げています。  

ウルカルに含まれるミネラルは、ビタミン効果
の向上に欠かせない酵素を活性化させ、  

受胎率アップが期待できます。  
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九州熊本県の熊本市から北東に約 25 ㎞、県北部を流れる菊池川の上流に位置

し、土地が肥沃で農業が盛んな「七城町」。 

その町のシンボルとなっているのが、メロン型の建物「道の駅・七城メロンド

ーム」です。町の特産品は、この建物にもなっている〝肥後グリーンメロン〟。

高い糖度を誇り、マスクメロンを凌ぐと言われています。 

古くからメロン栽培を行なっていましたが、当時全国的には知名度が低く苦難

の時が続いていました。その後の生産者たちの努力により、県内では盛んなメロ

ン生産地として知名度はアップしましたが、高値で取引できず買い手がつかない

こともしばしばあったそうです。 

そんな時、転機が訪れます。新品種「肥後グリーン」の誕生です。糖度は１６

度以上、物によっては１７、１８度にもなると評判になり注目を浴びることにな

ります。そして、平成７年(１９９５年)には「道の駅・七城メロンドーム」が開

業、県外への積極的な販売促進活動を重ねた結果「メロンといったら七城町メロ

ン」というブランドイメージが定着します。 

その後、平成１１年(１９９９年)には「糖度測定機光センサー」を導入。美味

しさを数値化し、「糖度１４度以上」「見た目も秀品、優品以上」のメロンのみを

販売することで更に高い評価を得るようになり、地域のブランドとして「七城産

メロン」を確立します。 

平成１９年(２００７年)には、与那国島原産・化石サンゴ肥料「どなん」をメ

ロン栽培に使用開始。根張りが良くなり、病気に強く、香り甘みも増すようにな

りました。 

その結果に驚いた七城町の農業生産者たちは、他の作物にも化石サンゴ肥料

「どなん」の導入を決め、一大農産物販売戦略を展開しています。 

 

七城町の農業生産の取り組みデータ 

・令和２年(２０２０年)現在、生産者２１１名（ほぼ町 

内全戸の農家）が化石サンゴ肥料「どなん」を使用。 

・１反あたり、平均で「どなん肥料」４０ｋｇを使用。 

・野菜・果物・切り花に「どなん肥料」を使用してから、

根張り・色艶・味が良くなり、驚くほど日持ちするよ

うになった。 

・作物が丈夫になり、根張りが良くなるため、減肥や減 

農薬に繋がり、生産効率が上がっている。 

4 

 


